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本日のアウトライン本日のアウトライン

•• 欧州で進む原子力の見直し欧州で進む原子力の見直し

•• 米国での新規建設計画も進展米国での新規建設計画も進展

•• 米印協定成立でインドの原子力拡大に弾み米印協定成立でインドの原子力拡大に弾み

•• 中国：急激な電力需要増中国：急激な電力需要増でで原子力計画も拡大原子力計画も拡大

•• 原子力発電を新規に導入する諸国原子力発電を新規に導入する諸国

•• 世界全体の原子力発電の概況世界全体の原子力発電の概況

•• 原子力発電の将来原子力発電の将来



欧州で進む原子力の見直し欧州で進む原子力の見直し ①①

「脱原発政策国」スウェーデン「脱原発政策国」スウェーデンととイタリアが、原子力イタリアが、原子力
発電推進に政策転換発電推進に政策転換

スウェーデンスウェーデン

19801980年の国民投票で、年の国民投票で、20102010年までに原発年までに原発1212基全廃を目指基全廃を目指
すが、代替エネルギー不足ですが、代替エネルギー不足で22基閉鎖のみ基閉鎖のみ

20062006年総選挙で「脱原発政策撤回」を唱える中道右派政権年総選挙で「脱原発政策撤回」を唱える中道右派政権
が成立。今年が成立。今年22月、月、「脱原子力政策」を撤廃、既存炉の運転「脱原子力政策」を撤廃、既存炉の運転
継続と順次リプレースの方針示す継続と順次リプレースの方針示す



欧州で進む原子力の見直し欧州で進む原子力の見直し ②②

イタリアイタリア

チェルノブイリ事故後、運転中のチェルノブイリ事故後、運転中の44基の原発を閉鎖基の原発を閉鎖

しかし、輸入電力増による電力コスト高、高い石油依存しかし、輸入電力増による電力コスト高、高い石油依存

度、度、CO2CO2放出増などが問題に。放出増などが問題に。

第第33次ベルルスコーニ内閣は次ベルルスコーニ内閣は20082008年年55月、今後月、今後55年間に年間に

新規原発を建設する方針を表明新規原発を建設する方針を表明

イタリア電力公社は、仏（イタリア電力公社は、仏（44基）、スロバキア（基）、スロバキア（22基）、ルー基）、ルー

マニア（マニア（22基）など、外国の原発プロジェクトにも参加し、基）など、外国の原発プロジェクトにも参加し、

人材・経験を蓄積人材・経験を蓄積



欧州で進む原子力の見直し欧州で進む原子力の見直し ③③

•• 英国英国：：20072007年の原子力政策転換後、今後年の原子力政策転換後、今後2020年間に年間に

10001000万万kWkWの原発建設に向け、サイトの登録・評価、政の原発建設に向け、サイトの登録・評価、政

府機構・規制の改革等が進む府機構・規制の改革等が進む

•• スイススイス：電力会社が：電力会社が33基の建設を政府に申請基の建設を政府に申請

•• フィンランドフィンランド：初の：初のEPREPRを建設中。さらにを建設中。さらに33～～66基の建設を基の建設を

電力会社が政府に申請電力会社が政府に申請

•• スロバキア、ブルガリアスロバキア、ブルガリアでも建設中断プロジェクトのでも建設中断プロジェクトの
再開が相次ぐ（各再開が相次ぐ（各22基）基）



米国での新規建設計画も進展米国での新規建設計画も進展

•• 経済危機にもかかわらず、経済危機にもかかわらず、44プロジェクト・プロジェクト・88基で基でEPCEPC契約契約
が締結が締結済み済み

•• 11基（ワッツバー基（ワッツバー22）が建設中）が建設中

•• 2626基分の建設・運転一括許認可（基分の建設・運転一括許認可（COLCOL）を米原子力規制）を米原子力規制
委員会（委員会（NRCNRC）へ提出済み）へ提出済み

•• 建設の遅れや中止の可能性のプロジェクトも建設の遅れや中止の可能性のプロジェクトも

•• オバマ政権の新政策（融資保証オバマ政権の新政策（融資保証縮小の可能性縮小の可能性、、ユッカマユッカマ
ウンテン計画の中止ウンテン計画の中止）の与える影響も大。）の与える影響も大。使用済み燃料使用済み燃料
処分は連邦政府の責任であり処分は連邦政府の責任であり、代替案は、代替案は??





米印協定成立でインドの原子力計画に弾み米印協定成立でインドの原子力計画に弾み

•• 20052005年年77月のシン首相訪米による米印合意以来、月のシン首相訪米による米印合意以来、33年を年を
かけて国際的な合意を取り付け、かけて国際的な合意を取り付け、20082008年年1010月に米印原月に米印原
子力協定が調印子力協定が調印されるされる

•• これに前後して、フランス、ロシア、米産業界などが協力これに前後して、フランス、ロシア、米産業界などが協力
に乗り出すに乗り出す

•• インドは現状でもインドは現状でも1010～～1717％の電力不足。年％の電力不足。年15001500万万kWkWのの
電力需要増。国内炭の石炭火力に依存電力需要増。国内炭の石炭火力に依存

•• 原子力は、原子力は、現在の現在の1717基・基・412412万万kWkWを、を、20202020年に年に40004000万万
kWkW、、20322032年に年に63006300万万kWkWへ拡大へ拡大するする計画計画。。先進諸国か先進諸国か
らの大幅な協力が必要らの大幅な協力が必要



中国：電力需要中国：電力需要急急増で原子力計画も拡大増で原子力計画も拡大

•• 20062006、、20072007年の電力設備増は年の電力設備増は、各、各1.21.2億億kWkW、、1.31.3億億kWkW（（毎毎
年、年、東京電力の東京電力の22倍）倍）。。20102010年に年に1010億億kWkWに達し、米国に達し、米国
（（10.810.8億億kWkW）を抜く可能性）を抜く可能性

•• 石炭火力が８割近くを占め、環境汚染への懸念石炭火力が８割近くを占め、環境汚染への懸念

•• 20052005--20202020中期計画では、原子力は中期計画では、原子力は20202020年に年に40004000万万kWkW。。
現在の現在の1111基・基・911911万万kWkWから、から、20102010年まで毎年年まで毎年22基（基（200200万万
kWkW）、それ以降は毎年）、それ以降は毎年44基（基（400400万万kWkW）の増設が必要。計）の増設が必要。計
画のさらなるかさ上げ画のさらなるかさ上げもも検討検討

•• 国産炉（国産炉（CPR1000CPR1000）と輸入炉（米、仏、露）と輸入炉（米、仏、露等等）で賄う計画）で賄う計画



原子力発電を新規に導入する諸国原子力発電を新規に導入する諸国

•• ベトナムベトナムはは20202020年頃から年頃から44基の運転開始を目指す。今年基の運転開始を目指す。今年
中にも中にもFSFS開始か。開始か。

•• アラブ首長国連邦アラブ首長国連邦（（UAEUAE）は）は20172017年に年に400400--550550万万kWkWの原の原

発運転開始に向け、インフラ整備等実施中。発運転開始に向け、インフラ整備等実施中。

•• ポーランドポーランドはは22か所の原発の建設を計画。か所の原発の建設を計画。20202020年までに年までに

１か所の運転開始を計画１か所の運転開始を計画

•• タイタイはは20102010--20112011年に年に200200万万kWkWの原発導入を目指す（タの原発導入を目指す（タ
イ電力開発計画イ電力開発計画20072007））

•• インドネシア、エジプト、イスラエルなども導入計画インドネシア、エジプト、イスラエルなども導入計画



世界全体の原子力発電の概況世界全体の原子力発電の概況

•• 運転中の原発は運転中の原発は3131か国でか国で432432基・基・3.93.9億億kWkWに（昨年よりに（昨年より33
基・基・180180万万kWkW減）（浜岡減）（浜岡11､､22とボフニチェとボフニチェ22が停止）が停止）

•• 建設中は建設中は1515か国でか国で5252基・基・47754775万万kWkW、昨年より、昨年より99基・基・898898
万万kWkW増（中国増（中国55、日・米各１、スロバキア２：いずれも新規、日・米各１、スロバキア２：いずれも新規
着工）着工）

•• 計画中は計画中は6666基・基・65376537万万kWkW、昨年より、昨年より1313基・基・15771577万万kWkW
増。うち新規計画入りは増。うち新規計画入りは33か国でか国で1616基・基・18911891万万kWkW（米（米88、、
日日22、中、中66）。）。

•• 新規発注は増加傾向にはあるが、比較的安定的に推移新規発注は増加傾向にはあるが、比較的安定的に推移
（（次頁以降に次頁以降にグラフ）グラフ）



世界で運転中の設備容量推移世界で運転中の設備容量推移
(1969(1969--20082008年年))



各国の設備容量各国の設備容量 ((運転中、建設中、計画中運転中、建設中、計画中))



世界の原子力発電所発注基数世界の原子力発電所発注基数
(1953(1953--20082008年年))



原子力発電の将来原子力発電の将来
（（OECD/NEAOECD/NEA原子力エネルギー・アウトルック原子力エネルギー・アウトルック20082008より）より）

•• 20502050年に世界の設備容量は、現年に世界の設備容量は、現
在（在（3.93.9億億kWkW）の）の1.51.5～～3.63.6倍（倍（5.85.8
億～億～1414億億kWkW））となる予想となる予想

•• 高シナリオ（高シナリオ（20502050年に年に14001400基）で基）で
は、原子力シェアは現在のは、原子力シェアは現在の16%16%
からから22%22%へへ増大増大。。

•• 20302030--20502050年に年にはは、、リプレースリプレースとと
新設のため、年新設のため、年2323基（低シナリ基（低シナリ
オ）～オ）～5454基（高シナリオ）の建設基（高シナリオ）の建設
が必要となるが必要となる



ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました
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